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1. 観測波形中で表面と反射が干渉し，時刻推
定が難い

2. 反射波の時間的・空間的拡がり像となって
現れ，埋設物形状の厳密な推定が難しい

・マイクロ波伝播時間推定の高精度化
（境界面モデル適応度を導入 ）

・マイクロ波伝播経路モデルの高度化レーダ画像の高精度化
（逆投影ヒストグラム法） 埋設物の推定性能向上
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コンクリート中の低深度に位置する
鉄管、PVC (Poly Vinyl Chloride)管のレーダ画像

• 境界面像は大幅に鮮鋭化
⇒正確な位置推定が可能

• 境界面像が埋設物境界面に
およそ沿った形状で再構成

⇒ 形状推定に利用できる可能性

内部断面状態再構成画像
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鉄管径の推定結果

埋設物情報の設定値と推定値の比較

【用途】・インフラ構造物検査

・ソナー、ロボット認識の高精度化

【新技術】

【従来技術】


